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1　研究目的及び碑究方法

　前報でほ対象児㊨体格、虫歯、食事回数ζ食礁上の聞

題点・ 間食雌し施て邸飾・ 館概咽験品
につし噸群咋堺幽では樋娼1こ聯嚇
傾向を報告すう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　へ1偏食の問瞬栄欝的観勲ら締する場合逃とえ

融が痂たとしても・対郷の飾中壱こ輝峠螺
が整い、r身体上の障碍を招ぐおそれのない食生活が出来

ればそれなりに適応し吏いで偏食は筒慮になちないとめ

考え方も出来る。 づまり魚が嫌いでも肉を食べることが

出来れば～栄養上問題にしなくても1よいとする考え方で

ある。この様な観点から偏食を検討するなら、食品の種

類を問題にする以前に、食品の栄養素を中心に問題に1し・

なければならないことになろう。又子供に与えられる食

品の種類は家庭、地域社会などによって異るので、或る

食品に対する偏食について、その家庭や環境の影響を無

視して云々する事は、必ずしも妥当とは云えない。r方、

子供に偏食が認められ、それが栄養上問題がないとして

も家庭外に於て、いつも子供の好む食品ばかり供せられ

斎わけ琴は恥かぬ、など祉会的適応の面では聞題が残ろ
う◇

　以上の様な考えによって、本調査では食品を個々に指

定して摂食傾向を調べる盲とをせず、食品を群別にまど

めて各食品群の嗜餅を母親め観察によって婬きか“普連

か、1 いふめ主段階に分類し、 更に各々の群の中ぞ特に

好きな或は嫌いなものボあるかデあればぞめ食品名文な

調理名を記歳させる方法をとっ た。 食品ば次め1i群比分

類した6 ①穀類◎芋類・③卵　④肉魚類 ⑤乳笈び乳

製品 「③覚友び豆製品・⑦野菜類 』⑧果物類評＠油膨類

⑩香辛料　⑪菓子類の11グルー プである5 1霞

調査方法の全般については第一報で詳述しだので省略

する61．なお～ 謄好に関しても現在と過去の状態を調査し

たが㌧L』今回は現状に限ワて取扱う。また、個々の食品に

対す資蛍妊藍薫璽するに先立って、食品群別の曙好傾向

だけを第二報と、して取上げ、、次報で調理法を含めた食品

個々の嗜好を検肘してゆぎたい5

H、 結II果及び考 寒r

（1）食品群に対する嗜好傾向

　食品群別の嗜好傾向は、第1表の様になるぎ対象児に

好まれる頻度は、果物類が80％で第1位、菓子類66％、

乳及び乳製品62％、卵61％、肉魚類5工％と続いて駐る。

好まれる頻度の低いのは香辛料（8％五 、野華類、⊆毎彩）

で、芋類、油脂類を好む者も％程度である。一目方v 嫌わ

れる食品群の第1位は、香辛料で60％の子供に、回やが．

られてヤ・喬g乳野華類や芋類を嫌弓者も、 比較的卑＜、 一前

者2工躍、・後者15％が嫌“と容えている。その他の食品

群の嫌われる頻庫は10％以下で、嫌われる頻度の低いの

は、穀類デ果物類、菓子類で夫々　2％づつだけであっ
た、半数以上が普通、．、 即ち、、 好き でも娠廓でもない食品

群とレているの辱え油脂類、野菜類、芋類、穀類の4食

品群鱗駕灘●3の例外を除いて・殆んどの食羅
は、嫌われるより、好まれる率が高い。

例外とい一うのはT’一香辛料の好ぎょ峻嫌いが多い例、野

』菜類（）好き嫌レ）が蒔孝ぽ同率の例奪どであ資5香辛料、 野

菜類は幼児の摂食傾向についての調査炉でも～ 嫌ろ食贔
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第1表　各食品群の全般的嗜好（％）
Tab里e　l　General　tend堕c￥皇f　like量a項d頃s1正keミ

　　　foreachfood：忌roqp、。．

全　　体
（428名）

　男
（235名）

女
（193名）

好き普通嫌い好き普通嫌い好き普通嫌い

穀　　頚 「47
5L

2、4φ
52 2 49 50 1

芋　　　類 3L 1r 4 15 ■35㌔ 48 ユ7 3真
54

夏5

卵 6L 35 4 64 3i 5 56 39 5

肉　魚　類 51 42
7”48 』43 9 54 42 4

乳・乳製品 62 32 6 67 28 5 56 36 8

豆・豆製品 40 51 9 4互 47 12 39 56 5

野　菜　類 24 55 2皇 24 54 22 ．、26
55 ヌ9

果物　類 80 L8 2 80 18 2’821
L7 1

油　脂　類 31 65 4 29 67 4 34 62 4

香　辛一料 8 32 60
一－r 『35

58 9 28 63

菓　子　類 66 32 2 65 34 1 67 29 4

　　　　　　　　　　ず群ヶレズ上位を；轡ザ昏れている。・

（2）傘命群殖対する性別嗜好傾向

各食昴群彦）嗜好傾向を男穿別にみる．と第1表の様で、一

蝸ま牲多頭序は≦男女共、第一位は果物類で80％に凍ぶ

取が畢児の場合曝乳及び乳製品、菓子類、卵の享群が同

p65％樫度に好ま牲、・女児の揚合は菓子類丈が男児≧瞬

ぽ同じ67％で、、乳疎び乳製品、卵、肉魚類が55％前後ζ・

　　　第」図 ト年令別食品群の全般的嗜好

続いている。又蛋白質性食品犀ついての好みは、男児で

・騨即乳蝿酬を恥揮カミ約65％璃魚類48％と
ノ1豆及び豆製晶4f％よ1り高 ぐならているが、女児では卵、

乳及び乳製品｛「肉魚類の三者が同程度の55％前後に好ま

鶴、、豆孕ぴ豆寒品を好む頻度がそれらより、やや低く40

％であづた。嫌う頻度について、性別による相異は殆ん

どみられないが、強いて云えぱ、豆及び豆製品と、肉魚

類を嫌う率が男児は女児の約2倍、即ち前者は男児12％

に対し女児5％、後者、9％に対し4％であった。

（3〉食品群に対する年令別嗜好傾向

　年令別に各食晶群の嗜好傾向をみると第1図の通り

で、年令による嗜好の相違は好きな方では豆及び豆製

品、菓子類、肉魚類に、嫌いな方では香辛料にみられる

程度であった。一武藤らの特殊嗜好の調査11では、油脂の

好まれる頻度嫉、　1～2才と次第に高まり、3．～4才に

騙嘩し市γ6れ町移即を蝿告している
がl　r本調査セは、年令差による、この様な嗜好傾向はみ

られなからた・辞料を㈱搬は3才．4吻 4神
％・・5才鵬鳳年令と郷辞料鱒力；嶺向蝉す

のが畝た誌れは撫餉が増すとし・鯵り使吻度

朔令と共幣くなる為で幽’カ・偲わ網・、
（4）、 食品群に対する体格別嗜好餌印

　。第一報において・対象児の体格を5段階即ちV体重の

平均値及び標準偏差によって、それぞれ大喰屯・小に分

F乳g　L 丁閃dengy　of　tastes　for　e4ch季o唄group　by　age
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け、この両者の緯合せによって、体格を大・中・小・やせ・

肥に分け、その分布状態を見だ。 このぢ段階あ体格別匠『

嗜好傾向をみ細 鋤齢通幡曝嘩力鞠ご『
大●中●小の鱗働児では・ 疑痴の・、獅なゆ
について、穀須、セ肉魚類、香辛料以外は内体相似の啄向

を示している1』禅は体鰍鰭によ幣まれ、既共・
に普通より好iきが多い。』体格が中から小、やせになるに「

従い穀類を好むよ、り｛』碧通と・する もめの頻度が高くなづ

ている・肉瀬の胸ま・：儲押ものは・、疑き・普通・

嫌いの順で頻度那下向していぢが、・体格中は好きと普通

胴率・体勧嬢餌・肉鱒鯛む蔑鰍，り醐の
ものの搬力1高い・辞料は騨嫡力｛少く譜通・瞭

いと搬が醜的に堺して》励｛・鰯舟さいもの

は謁き増遡騨輪桐鞭低く・二籔噸鄭
高い。又強縦て云えば・体格大δ者は小ゐ者より・乳及

び乳製品識類・騨鵜肉鱒などを好彦都多く・

夫磁12略纏ほど高噸度を融き・体棚ゆ
者の方が好む頻度の高いのは辞料雄類趨め痔きな

　　　　　　　　　　　　　ザ頻度は香辛料の場合体格大7％腫対し体格小堤多、 芋類

は31％に対し36締あった・墜上の様1こ体献小挙

いはあってもi身母▽体寧共内1中、小の知く）、ビ．7ソスの、

とれている者と、やせ型、肥満型の者とを比較すると、

前述の穀締か芋翻騨鯨乳聯製糎・
及び豆戦野脚辞料驚類な麹鱒燃

、部分に当たる！9食吊群に嗜好め相異が多歩みちれた、勿

論やせ型・1肥鯉物児は卿碗象罪中わずか4！

％にすぎな縦㊦で舎徳さも唄列数を増やピてから検討し

てゆくべきであるがザ1今回の調査オな次ゐ標嶽嶺向 が伺帆

えた・や燭肥躍解均励弊碗鮮・・く耽、
スのとれた倦格のむのより肉魚類、香辛料、菓子蕉な～

を好むようであ鮎細型と 購型と働町は諏
類・購・轍び乳辮などは購型に好螺搬
豆及び豆 野鞭どはヤせ型噸僻1鞠、』
れる・ 1イr「し、、 　イ ぞぐ 「ぐ

の　ロ

1㌧

。第2表唇1人が嫌う食品群の数ll…誤
Table・3こ丁赴einum焼r』。ffO・dgr・厩psd重§販ked

へ
’・、　　　　r〆

　’・　　　／

　　　　ヂ、皿，…要～・

飾の㈱咽する騨の態麟取扱つ摂力霧∫本壁
は、食品を夏群比分甑省食品舞ご対する幼児の嗜好傾1

向を総体的噛た・，㌔　1 、／

好まれる輯糎舞は①勅類（8Q％）②菓子穎
（66％）③乳及び乳製晶（62％）④卵 （61％） ⑤肉魚類
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　　　　　　　　ブノ　（6） 1人ザ嫌う傘品群の数

　　1人で何種類の食昂群を嫌うかは第2表に示す通り

　　　　　　　　　　ノで・嫌咳畑群の禽くな！’ものはv・対象児428名中2昏

　％、年令的には3オ31％、4才23％、5才20躍と年令と

　共に嫌いな食吊群“無と毛・す者が少k壕5」ζいる。武藤

等によ桝・嫌う飾群の全くなレ・者蔭郡市で20％で・

　こ静琴ほぽ近い値2示した6嫌いな食品群の数の最も多

　ヤ・のは、1恥食品群中のし9群も嫌し・という例が1名いる

／が過半拠1～題類の飾群を獅亭こすぎない・更
　に伺々の幼児が嫌う食品群め内容をみると、激粉性食晶

燭輿靴獺を雑蜘とするものは3名である
’が・こめ銘とも蜘姻粉膿麟の中に寧好きな
、食品をあげている。 また蛋白質性食品全部即ち卵類、肉

　魚類、・‘乳及び乳製品、豆及び豆製贔のいずれをも嫌いな

喰品群どしている佛まないび無機質及が鹸ミン源であ

、る野菜狸勲即騨共蜘娘騰ζしてし’る餌
・2例であるが、1この中1・名は、これらの群の中で特に好・

ジき娘贔轡づて騰し他の焔も躾即代用にも
なる芋轡蜘ではない唄上の榔栄郷越分噸

　似した食品を全部嫌いとする例はなく 言428名の対象児、

』1中順勲騨餌騨になる例をま見当たらなかった・

1＼

1し約τ 　’

前報では対象児噸1蛤餌畷塑食1泌（諭卿ヒ融鰍る疲度幡辛料：（6嚇

野鞭興孝）鞭 （鄭ゆ駅なる・性別に嚇慨
　向をみると・輩白性食品群1こおいて・多少の差がみとめ

／ 脇瞬は乳及ダ乳製鱒βを好む率が肉纈ぼ
　及び耳製品を好む率より頻度が高く、女児では卵、乳及

　び乳製息”』薗魚類がぼぽ同程度k呼ま五ζ豆及び豆製品r
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がやや低い比率を示している。又年令別にみると、好き

の方では豆及び豆製品、菓子類、肉魚類に、嫌いな方で

は香辛料にわづかな相違がみられる程度であった。体格

別にみると菓子類と肉魚類はやせ型に特に好まれ、卵を

好むもものは両型に比較的少く、又野菜はやせ型により

好まれ肥満型により嫌われ、毅類は肥満型に好まれる比

率が高かった。
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Dietetic　Studies　on　Ch圭王dreゴs　Likes　and　Dislikes，

Poor　Appetite，and　Obesity

1工一Taste　fQr　Foods　Classified　into　Eleven　Gro覗ps

Dept．4T．Muratu，M。Tak＆hashi，S，Mut6

Aiiku　Hospi訟1；」・Nait6

　　In・urprevi・usrep。rts，thechildren’sstatue，decayedteeth，thenumber・fmealsaday・snacks・

and　mother’s　attitude　toward　her　chiIdre臆’s　likes　and　dislikes　in　foods　were　dealt　with、　Foods　are

ぐ1assified　into　eleven　groups　and　the　present　paper　surveys　the　trend　o至ch貢1dren，s惚ste　for　foods　in

¢ach－ roup，

　　Foods　hked　by　in▽es廿gated　chUdren　and　percentages　of　the　children　who　like（l　the　foods　are　as

follows　：

　　　　　　　fruits　　　　　　　　　　80％

　　　　　　　confectionery　　　　　　　66％
　　　　　　　milk　and　dairy　products　　　　　　　　　62％

　　　　　　　eggs　　　　　　　　　　　　　　　61％

　　　　　　　meat　and　fish　　　　　　　　　　　　　　　　51％

Also　disliked　are＝

　　　　　　　spices　　　　　　　　　60％
　　　　　　　vegetabIes　　　　　　　　　　　　　　　　　　21％

　　　　　　　potatoes　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15％

Checkingthetendency・f夏ikesandd互slikesbysex，itisf・undthatthereisslightdifferencebetween

boys　and　girls　in　tastes　for　proteinous　foods．　More　preclse里y，boys　like　milk　and　dairy　products

and　eggs　better　than　meat　and　fish　and　beans　and　their　products＝girls　equa1隻y　like　eggs，milk　and

dairypr・ducts，andmeatandfish，butcarelessf・rbeansandtheirpr・ducts・Studiesbyagesh・w

thatthere・isn。differencebyageintastesf・reggs，spi。es，a厭dpotat・esbutthereiss。mediffer・

ence　in　that　for　beans　and　their　prQducts，co旦fectionery，and阻eat　and　fish，although　it　has　not　yet

been　studied　whether　or　not　this　difference　is　significn駄t．　Differences　in　d重slike　by　age　are　not

clear．＄ome　differences　are　observed　in　the　tendency　ofセastes　among　childre龍with　different　statues，

　　Confectionery　and　me翁t　and丘sh　were　speciaIly　favored　by　both　children　lean　and　obese，　eggs

less　favored　by　them．Vegetables　were　more　llked　by　the　lean　children，b腿t　highly　dislike（1by　the

obese　ones，oereals　were　the　favorites　of　both　ch嵐1dren　obese　and　big，

　　It　can　be　said　with　regard　to　more　than　half　children　that　the　foods　wh童ch　they　do　not　like　are

found　in　only　one　or　two　food　grQups，　Very　few　infants　dislike　all　the　foods　in　any　group・
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